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2月23日（金）　 タイムテーブル	/	Timetable
※敬称略。プログラム、会場、講演者は都合により変更になることがあります。

会場 15：00～15：45 16：00～16：45 17：00～17：45 18：00～19：30

1
G402 学び直し：心電図 学び直し：実際の心音で学ぶ聴診 【臨床研究最前線】 

臨床に役立つ右心エコー評価 
私はこうしている

「犬の粘液腫様変性僧帽弁疾患 stage B2」

（収容数120名） 新実誠矢（伊勢崎動物医療センター） 鈴木亮平（日本獣医生命科学大学） 湯地 勇之輔（日本獣医生命科学大学）

モデレーター：中村健介（北海道大学）
講演者：川元誠（JACCT）

黒河内 健太郎（JASMINEどうぶつ循環器病センター）
小川実月（東京大学）、新実誠矢（伊勢崎動物医療センター）

4
G409 歯みがきの重要性を説明

できますか？～歯周病のお話し～

ご家族にやる気になってもらう
歯みがき指導

便や吐物の性状から考える
内科疾患

ケースカンファレンス「肝酵素上昇」

（収容数168名） 田中雄三（みゅう動物病院） 田中雄三（みゅう動物病院） 坂井 学（日本大学） 坂井 学（日本大学）、金本英之（ER 八王子） 
賀川 由美子（ノースラボ）

5
G502

学び直し：
食欲不振の栄養管理

学び直し：
チューブフィーディングのコツ

学び直し：
消化器疾患処方食の基礎 てんかん発作を呈した症例に対する問診と

鑑別診断の進め方
（収容数130名） 大野耕一（動物医療センター Peco） 鳥巣至道（酪農学園大学） 大田 寛（酪農学園大学） 伊藤大介（日本大学）

6
G510

膵炎を併発した
猫の糖尿病の管理について

インスリノーマだけじゃない！？
「それ以外」の低血糖 多飲多尿へのアプローチ

徹底解説！2023AAHAガイドライン
（犬の甲状腺機能低下症、クッシング、アジソン、猫

の甲状腺機能亢進症）
（収容数130名） 竹内和義（さがみ中央動物医療センター） 永田矩之（岐阜大学） 西飯直仁（岐阜大学） 佐々木 東（北海道大学）

7
G602

【臨床研究最前線】
PIMAに対する治療法の検討 抗がん剤の副作用への対応 獣医療における

抗がん剤職業性暴露を防ぐ！
ここまでできる放射線治療:腫瘍性
および非腫瘍性疾患の治療選択肢

（収容数130名） 菅原芽伊（北海道大学） 高橋 雅（鹿児島大学） 谷 浩由輝（日本大学） 吉川陽人（どうぶつの総合病院）

8
G610 生化学検査から病態を読み解く

学び直し：
白血球の百分比と異常 学び直し：血液塗抹クイズ

（収容数130名） 根尾櫻子（麻布大学） 井手香織（東京農工大学） 根尾櫻子（麻布大学）

9
G701

学び直し：
糞便検査を使いこなす

猫の消化管疾患
-慢性下痢に挑む！- 急性下痢に使う薬を再考する！

蛋白漏出性腸症の治療アプローチ：
ステロイドの適応とそれ以外の治療法

（収容数190名） 平 健介（麻布大学） 服部 幸（東京猫医療センター） 五十嵐 寛高（麻布大学） 馬場健司（山口大学）

■ 受付・参加登録：ホールE B2F ホールE2前 14：30～19：00　
■ クローク：ホールE２ 展示ホール内入口付近 14：00～20：00　
■ 試写室：G棟 5F（G507）  14：15～19：00

〈JCVIMのプログラムについて〉
プログラムは大学教員で構成される日本獣医内科学アカデミー実行委員会で企画編成しています。
講演内容が特定の企業の利益とならないよう企画段階で留意し、講師には企業所属の先生も含め、学術的な講演をお願いして
おります。（土曜、日曜開催の企業主催のプログラムは除く）




